
文ふ
み
づ
き月　

第
６
８
９
号

九
州
本
土
か
ら
お
よ

そ
十
㌔
の
宗
像
大
島
。
宗
像
三
女
神
の
次

女
神
を
祀
る
中
津
宮
へ
赴
任
し
、間
も
な
く

三
カ
月
と
な
る
▼
県
内
最
大
の
島
で
あ
る

大
島
は
、
往
時
二
千
人
を
超
え
て
い
た
人

口
も
現
在
は
六
六
〇
人
、実
に
そ
の
半
数
が

六
十
五
歳
以
上
と
い
う
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
▼
産
業
の
中
心
で
あ
る
漁
業
は
、水
産

資
源
と
漁
獲
高
の
減
少
、食
文
化
の
欧
米
化

な
ど
に
よ
る
魚
価
格
の
下
落
な
ど
、若
者
の

多
く
が
島
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
が
実

状
で
あ
る
▼
島
の
学
校
は
凡
そ
一
学
年
四
～

五
人
、こ
の
春
よ
り
県
内
二
番
目
の
小
中
一

貫
校
と
な
り
、一
～
九
年
生
ま
で
四
十
六
名

の
児
童
が
学
ん
で
い
る
▼
そ
ん
な
島
が
昨
年

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
フ
ェ
リ
ー

が
着
く
た
び
に
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
押
し
寄
せ
島
は
活
気
づ
い
た
。
間
も

な
く
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、島
内

氏
子
の
胸
中
は
ま
だ
掴
み
き
れ
て
い
な
い
▼

但
し
、島
民
が
意
識
し
な
い
日
々
の
暮
ら
し

や
、
島
民
一
人
ゝ
の
人
生
に
神
が
寄
り
添
っ

て
い
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
目
に
し
た
こ
と
の

な
い「
神
」と
の
距
離
感
に
は
日
々
驚
い
て
い

る
▼
神
主
は
島
で
は「
先
生
」と
呼
ば
れ
る
。

ま
だ
何
も
分
か
っ
て
い
な
い「
今
度
の
先
生
」

も
島
で
は
一
応
先
生
で
あ
る
。	

（
塚
）

世
界
遺
産
登
録
一
周
年

九
州
北
部
豪
雨
か
ら
一
年

沖
ノ
島
祭
祀

神
宝
館
だ
よ
り
・
造
営
日
記

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
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❶昨年の、第41回世界遺産委員会（ポーランド・ＩＣＥ
クラクフ・今グレンスセンター）審議の様子❷登録後の
文化庁長官をはじめとする地元関係者❸❹平成29年7
月9日、海の道むなかた館審議中継、登録瞬間。❺❻沖ノ
島出土の御神宝。島から出土した8万点の奉献品は国宝
に指定され、辺津宮の神宝館に収蔵展示されている。❼
沖ノ島・磐座❽沖津宮遙拝所❾辺津宮境内・高宮祭場

2



『
神
宿
る
島
』宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、ま
も
な
く
一
年
が
経
つ
。

昨
年
の
七
月
九
日
、ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
ク
フ
で
の

世
界
遺
産
委
員
会
審
議
の
中
継
を
見
守
る
中
、
約

四
〇
〇
人
の
市
民
等
が
歓
喜
に
沸
き
、涙
を
流
す
姿

は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
十
年
以
上
の
歳
月
を
費
や

し
、
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
、
漸
く
た
ど
り
着

い
た
世
界
文
化
遺
産
登
録
。

こ
の
一
年
で
当
社
は
国
内
外
よ
り
、様
々
な
要
請

が
増
え
て
き
た
。
日
本
固
有
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統

を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
を
隔
て
て

成
立
す
る
が
故
に
海
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
警
鐘

を
な
ら
し
て
き
た
。

登
録
よ
り
一
年
と
な
る
今
夏
、当
社
神
宝
館
に
お

い
て
沖
ノ
島
出
土
の
国
宝
と
写
真
家
・
藤
原
新
也
氏

の
写
真
を
同
時
に
展
示
す
る
特
別
展
を
開
催
す
る
。

沖
ノ
島
の
神
秘
性
、先
人
た
ち
が
こ
の
島
に
対
し

て
抱
い
て
き
た
畏
怖
畏
敬
の
念
。
こ
れ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
特
別
展
と
な
る
。

こ
の
特
別
展
を
は
じ
め
、様
々
な
事
業
を
展
開
予

定
で
あ
る
。
一
周
年
と
い
う
区
切
り
の
年
に
何
が
で

き
る
の
か
。
ま
た
何
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
神
社
・
宗
像
大
社
と
し
て
の
社
会
的
役
割
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
現
在
、
十
年
後
、
五
十
年
後
、

一
〇
〇
年
後
の「
宗
像
」の
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と
は

何
な
の
か
。

不
易
流
行
…
ま
さ
に
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
一
周
年
記
念
事
業

七
月
十
六
日（
月
）

福
岡
県
世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
・
大
丸
パ
サ
ー
ジ
ュ
広
場

七
月
二
十
一
日（
土
）〜
十
一
月
三
十
日（
金
）

沖
ノ
島
国
宝
×
藤
原
新
也
写
真
展宗

像
大
社
神
宝
館

八
月
二
十
四
日（
金
）～
二
十
六
日（
日
）

第
五
回
宗
像
国
際
環
境
会
議

宗
像
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
他

九
月
十
七
日（
月
）

世
界
遺
産
劇
場
　
市
川
海
老
蔵
奉
納
歌
舞
伎

宗
像
大
社
辺
津
宮

十
月
二
十
九
日（
月
）

豊
饒
祭
　
　
　
　
　
　
　
　 

宗
像
大
社
辺
津
宮

十
一
月
一
日（
木
）〜
二
十
二（
木
）

西
日
本
菊
花
大
会
　
　
　
　 

宗
像
大
社
辺
津
宮

世
界
遺
産
登
録
一
周
年
記
念

特
別
展
「
沖
ノ
島
国
宝
×
藤
原
新
也
写
真
展
」
を
神
宝
館
に
て
開
催
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九
州
北
部
豪
雨
か
ら
一
年

改
め
て
自
然
に
対
す
る
畏
敬
を

昨
年
七
月
の
九
州
北
部
豪
雨
よ
り
一
年
が
経
過
す

る
。
被
災
地
域
に
対
し
て
は
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
支
援
活
動
や
、行
政
に
よ
る
復
旧
工
事
で
一
定
の

復
興
は
進
ん
で
い
る
。

神
社
界
で
は
、「
先
ず
は
氏
子
地
域
の
各
ご
家
庭

が
日
常
を
取
り
戻
し
て
か
ら
」と
い
う
現
地
の
意
向

か
ら
、今
年
五
月
初
旬
に
被
災
神
社
の
現
地
調
査
を

行
な
っ
た
。

同
行
し
た
当
社
職
員
の
報
告
に
よ
れ
ば
、特
に
被

害
の
大
き
か
っ
た
朝
倉
市
・
郡
の
杷
木
地
区
と
東
峰

村
の
山
際
で
は
復
旧
工
事
の
関
係
車
輌
ば
か
り
が
行

き
交
う
状
況
で
、山
に
は
地
滑
り
跡
や
今
後
の
降
雨

対
策
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
大
型
土
嚢
が
多
く
目
に
付

き
、
未
だ
痛
々
し
い
災
害
の
痕
跡
が
多
く
残
っ
て
い

た
。
社
殿
自
体
に
は
被
害
は
無
い
も
の
の
、
近
隣
の

被
災
が
酷
く
住
民
が
未
だ
自
宅
に
戻
れ
て
い
な
い
お

社
が
殆
ど
で
あ
り
、
中
に
は
集
落
自
体
が
流
さ
れ
、

神
社
の
鎮
座
地
が
確
認
で
き
な
い
お
社
も
有
り
、今

後
の
村
祭
り
の
存
在
を
心
配
す
る
現
地
の
声
も
聞
か

れ
た
。

こ
の
豪
雨
の
原
因
と
な
っ
た
線
状
降
水
帯
の
局
所

的
な
停
滞
に
対
す
る
研
究
成
果
等
が
報
じ
ら
れ
、そ

の
要
因
の
一
つ
に
温
暖
化
が
関
係
し
て
い
る
と
も
い

わ
れ
る
。
温
暖
化
を
は
じ
め
、近
年
の
自
然
災
害
の

多
発
や
自
然
環
境
の
変
化
は
、我
々
が
経
済
や
生
活

の
向
上
を
優
先
さ
せ
続
け
た
事
に
起
因
す
る
の
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

元
来
、神
道
は
自
然
崇
拝
に
も
通
じ
て
お
り
、当

社
の
沖
津
宮
の
古
代
祭
祀
や
高
宮
祭
場
の
祭
祀
形
態

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
然
や
又
は
そ
れ
が
も
た
ら

す
災
い
の
鎮
め
に
対
し
て
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
き
た

面
が
あ
る
。
自
然
に
神
が
宿
る
と
い
う
信
仰
、そ
の

神
々
に
対
す
る
畏
敬
・
畏
怖
の
念
を
今
こ
そ
見
直
す

べ
き
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

被
災
地
域
と
そ
こ
に
住
む
方
々
の
生
活
環
境
・
精

神
両
面
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

倒壊した神社跡
現状住むことが出来ない地域へ 
復興への願いを込めて県内外より贈られた鯉幟

4



5

沖ノ島祭祀

宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
岩
陰
に
残
さ
れ
た
七

号
遺
跡
か
ら
は
、複
数
の
鉄
製
の
刀
剣
が
出
土
し
て

い
る
が
、こ
れ
ら
と
と
も
に
特
徴
的
な
遺
物
が
出
土

し
た
。
一
つ
は
捩ね

じ

っ
た
鉄
の
棒
を
Ｕ
字
形
に
曲
げ
、表

面
に
銀
を
被
せ
た
金
具
だ
。
大
き
さ
は
幅
六
セ
ン
チ
、

高
さ
三
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、「
捩ね

じ

り
環か

ん
と
う頭

」と
呼
ば
れ
も

の
で
、刀
剣
の
柄
の
先
端
に
装
着
し
た
。も
う
一
つ
は
、

水
晶
製
の
玉
で
あ
る
。
長
さ
三
～
四
セ
ン
チ
、幅
一
・

五
セ
ン
チ
程
度
、三
つ
の
山
を
作
る
。
こ
の
形
の
玉
が

奈
良
県
の
三
輪
山
で
出
土
し
た
の
で
、一
般
に「
三み

輪わ

玉だ
ま

」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
三
輪
玉
は
、柄
を
に
ぎ
る

手
を
保
護
す
る
た
め
、刀
剣
の
柄
に
付
け
た「
勾ま

が
り
が
わ皮

」

に
十
個
ほ
ど
糸
で
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
勾
皮
を
付
け
た
刀
剣
の
柄
は
、ち
ょ
う
ど
西

洋
の
サ
ー
ベ
ル
の
よ
う
な
形
と
な
る
。
柄
の
先
端
に

銀
色
に
輝
く
捩
り
環
頭
を
つ
け
、柄
に
は
透
明
な
水

晶
の
玉
を
贅
沢
に
あ
し
ら
っ
た
、独
特
な
形
を
し
た

刀
剣
で
あ
る
。
こ
れ
は「
倭わ

系け
い

飾か
ざ

り
大た

ち刀
」と
呼
ば

れ
、古
墳
時
代
、伝
統
的
で
格
式
の
高
い
大
刀
と
し

て
扱
わ
れ
た
。
七
号
遺
跡
に
は
、こ
の
よ
う
な
刀
剣

が
、複
数
、納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

倭
系
飾
り
大
刀
の
姿
は
、
古
墳
に
立
て
並
べ
ら
れ

た
埴
輪
に
も
表
現
さ
れ
て
お
り
、神
と
と
も
に
、古

墳
に
葬
ら
れ
た
特
別
な
先
祖
に
も
捧
げ
ら
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
刀

剣
の
代
表
例
が
、
奈
良
県
の
藤
ノ
木
古
墳（
六
世
紀

後
半
）の
石
棺
内
か
ら
出
土
し
た
飾
り
大
刀
で
あ
る
。

金
を
被
せ
た
捩
り
環
頭
、三
輪
玉
は
銅
に
金
メ
ッ
キ

し
た
金
銅
製
。
柄
は
全
体
に
銀
で
覆
い
、鞘
は
金
銅

製
の
板
で
飾
り
小
さ
な
ガ
ラ
ス
玉
を
ち
り
ば
め
る
。

全
体
が
金
・
銀
に
輝
く
、華
麗
な
倭
系
飾
り
大
刀
だ
。

こ
の
大
刀
に
は
、二
匹
の
魚
を
か
た
ど
っ
た
金
銅
製
の

飾
り「
魚ぎ

ょ

佩は
い

」が
付
い
て
い
た
。

藤
ノ
木
古
墳
の
倭
系
飾
り
大
刀
の
系
譜
は
、伊
勢

神
宮
の
御
神
宝「
玉た

ま
ま
き
の
お
ん

纏
御
太た

ち刀
」「
須す

加が

利り
の

御お
ん

太た

ち刀
」

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
他
、
七
号
遺
跡
で
は
、

組
紐
と
綾
で
飾
っ
た
色
鮮
や
か
な
胡こ

籙ろ
く（
矢
の
入
れ

物
）、盾
の
中
央
に
取
り
付
け
た
鉄
板
、矛
が
出
土
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
胡
籙
・
盾
・
矛
も
、玉
纏
大
刀
と
と

も
に
御
神
宝
と
し
て
、現
在
ま
で
続
く
神
宮
の
御
遷

宮
で
新
調
さ
れ
、神
宮
の
中
心
、御
正
殿
の
中
に
納

め
ら
れ
て
い
る
。
宗
像
・
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
武
器
・
武
具
は
、伊
勢
神
宮
の
御
神
宝
の
直

接
の
原
形
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
同
時
に
、
神
宮
の
御
神
宝
に
つ
う
じ
る
品
々

が
納
め
ら
れ
て
い
た
七
号
遺
跡
、そ
の
巨
岩
の
周
辺

は
、神
宮
の
正
殿
と
同
様
、極
め
て
神
聖
な
場
所
で

あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

國
學
院
大
學  

神
道
文
化
学
部
教
授  

笹
生 

衛 ７

沖
ノ
島
祭
祀

―
華
麗
な
る
捧
げ
物（
２
）

玉
纏
御
太
刀
の
原
形
―

捩り環頭

三輪玉
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宗
像
大
社
三
宮
で
の
祭
祀
成
立
を
解
明
す
る
上

で
重
要
と
さ
れ
る
遺
跡
と
祭
祀
品
を
紹
介
し
て
き

た
が
、こ
の
う
ち
、大
島
御み

嶽た
け

山さ
ん

遺
跡
で
の
古
代
祭

祀
は
七
世
紀
末
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
八
～
九
世
紀
を
主

体
と
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
室
町
時
代
末
成

立
の「
大
島
第
二
宮
年
中
御
神
事
次
第
」に
は
、
同

遺
跡
が
、現
在
、御
嶽
山
東
麓
に
鎮
座
す
る
中な

か
つ
ぐ
う

津
宮

の「
上
宮
」（
奥
宮
）と
し
て
当
時
存
在
し
、
祭
祀
を

展
開
し
て
い
た
様
子
を
記
す
。
本
遺
跡
は
中
津
宮
の

起
源
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、下
高
宮
一
帯
の
採
集

品
に
は
、八
～
九
世
紀
の
沖
ノ
島
一
号
遺
跡
や
大
島

御
嶽
山
遺
跡
と
共
通
す
る
滑か

っ
せ
き石

製
品（
舟ふ

な
が
た形

な
ど
）

も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、宗
像
三
女
神
へ
の
祭
祀
が
沖

ノ
島
、大
島
、本
土
の
海
浜
部（
下し

も

高た
か

宮み
や

か
）の
三
か

所
で
営
ま
れ
た
と
い
う『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』の

天
照
大
神
と
素
戔
嗚
尊
と
の
誓う

け
い約
の
場
面
の
記
述
を

ま
さ
に
示
す
も
の
で
、三
宮
で
の
祭
祀
の
構
成
は
遅

く
と
も
記
紀
が
編
纂
さ
れ
た
七
世
紀
後
半
に
は
成

立
し
て
い
た
と
い
え
る
。

近
年
、下
高
宮
周
辺
や
中
津
宮
境
内
か
ら
の
採
集

品（
社
外
品
含
む
）と
沖
ノ
島
出
土
品
を
比
較
検
討
し
、

三
宮
で
の
祭
祀
が
五
世
紀
あ
る
い
は
国
家
祭
祀
前
の

四
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
紹
介
し
た
上う

え
ど
ん殿
出
土
の
土は

じ

き

師
器
、第て

い

三さ
ん

宮ぐ
う

址

出
土
の
鏡
や
滑
石
製
ミ
ニ
チ
ュ
ア
短
甲
な
ど
は
未
公

開
資
料
で
あ
っ
た
が
、三
宮
で
の
祭
祀
行
為
が
四
世

紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、そ
の
後
八
～
九
世
紀
ま
で
継

続
し
た
可
能
性
を
さ
ら
に
高
め
る
品
々
で
あ
る
た
め
、

今
後
一
層
重
要
と
なっ
て
く
る
だ
ろ
う
。	

（
福
）

神
宝
館
だ
よ
り
15

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・造営日記

沖
津
宮
社
殿
保
存
修
理
工
事

五
月
二
十
六
日
か
ら
社
殿
屋
根
の
銅
版
葺
き
工

事
が
始
ま
っ
た
。
神
職
の
勤
務
交
代
に
併
せ
て
木

工
事
と
屋
根
工
事
の
職
人
が
交
代
し
て
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、九
月
の
完
了
を
目
指
す
。

造
営
日
記
42
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玄
関
に
並
み
立
つ
十
本
見
上
げ
立
つ
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
白
花
ゆ
ら
ぐ
も	

山
本　
静
子

ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
と
も
い
う
高
木
で
花
が
美
し
い
。
そ
れ
が
十
本
、壮
観
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

食
べ
残
す
朝
餉
に
ラ
ッ
プ
切
る
母
の
手
際
に
負
け
る
十
七
の
春	

早
川　
祥
三

面
白
い
素
材
だ
が
手
際
よ
く
ラ
ッ
プ
を
扱
う
母
に
負
け
た
の
は
誰
か
が
分
か
る
よ
う
な
工
夫
を
。

親
友
が
嵯
峨
野
の
ご
と
く
竹
林
を
整
頓
し
て
を
り
汗
ま
み
れ
に
て	

佐
々
木
和
彦

竹
林
を
保
つ
友
の
努
力
。〈
竹
林
を
嵯
峨
野
の
ご
と
く
保
つ
わ
が
友
は
汗
し
て
～
〉～
に
は
手
入
れ
の
具
体
を
。

八や

そ

じ
十
路
越こ

え
目
と
耳
と
歯
を
治
療
す
る
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
の
苦
悩
を
偲
ぶ	

秋
𠮷　
嘉
範

目
、
耳
、
歯
は
年
を
取
る
と
ど
う
し
て
も
弱
る
も
の
。
結
句
〈
苦
を
偲
び
つ
つ
〉
と
し
て
は
。

今
世
紀
〈
ア
ラ
ブ
の
春
〉
が
始
ま
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
国
を
ま
た
地
図
に
見
る	

山
﨑　
公
俊

２
０
１
０
年
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
に
始
ま
っ
た
民
主
化
運
動
に
注
目
し
て
い
た
作
者
だ
ろ
う
。

い
く
つ
も
の
部
屋
に
物
満
つ
わ
が
く
ら
し
な
が
く
施
設
に
母
は
一
部
屋	

北
野
カ
ズ
ミ

物
が
多
す
ぎ
る
暮
し
へ
の
懸
念
か
。
二
句
〈~

満
つ
る
〉
四
句
以
下
〈
施
設
の
母
は
一
部
屋
な
れ
ど
〉。

皐
月
風
吹
く
庭
内
に
青
梅
は
実
を
競
い
合
い
て
日
増
し
に
太
る	

森　
　
龍
子

豊
か
に
実
る
梅
の
実
。
二
句
以
下
〈
吹
く
わ
が
庭
に
競
い
つ
つ
日
ご
と
太
れ
り
青
梅
の
実
は
〉
と
し
た
。

夫
よ
り
た
く
ま
し
き
と
う
和
太
鼓
の
腕
が
束
ね
る
一
家
九
人	
吉
﨑
美
沙
子

女
性
和
太
鼓
奏
者
の
腕
が
印
象
的
。
初
句
の
夫
が
、
作
者
の
夫
で
な
け
れ
ば
〈
夫
君
〉
と
し
た
い
。

新
幹
線
の
車
窓
に
見
ゆ
る
低
層
の
ビ
ル
は
市
外
に
ぽ
つ
ん
と
立
て
る
老
人
施
設	

萩
原　
　
勉

老
人
施
設
の
寂
し
さ
を
悲
し
む
作
者
。
二~

四
句
〈
車
窓
を
過
ぎ
し
二
階
建
て
は
街
か
ら
遠
き
〉
な
ど
と
。

水
色
の
空
に
ド
レ
ス
の
裾
広
げ
福
智
の
山
は
初
夏
に
憩
う	

本
田
エ
リ
ナ

擬
人
化
さ
れ
た
福
智
山
の
景
が
涼
し
気
。
二
句
〈
空
の
し
た
〉
結
句
〈
初
夏
を
憩
え
り
〉。

飛
花
落
花
空
の
深
さ
を
は
か
り
か
ね	

早
川　
祥
三

梅
雨
の
午
後
妣
の
ブ
ロ
ー
チ
を
付
け
て
出
る
す
こ
し
気
の
張
る
用
は
た
す
べ
く

幾
代
も
種
と
り
て
蒔
く
朝
顔
が
紅
も
あ
り
し
に
み
な
紺
に
咲
く

◆ 

選 

者 

詠

7

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
８
３
回

第
６
５
４
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
三
十
年
五
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

桜
井
市	

村
島　
和
徳	

三
〇
、〇
〇
〇
円

横
浜
市	

神
谷　
光
信	

一
〇
、〇
〇
〇
円

北
九
州
市	

末
永　
　
真

中
央
区	

桑
原　
博
巳

練
馬
区　
　
　

 

星 

直
妙
・
朋
希

東
か
が
わ
市	

赤
坂　
丈
未

横
浜
市　
　
　

 

辻 

明
秀
・
淑
子

横
浜
市	

土
田　
甲
三	

八
、〇
〇
〇
円

横
浜
市　
　
　

 

辻 

明
秀
・
淑
子	

六
、〇
〇
〇
円

福
岡
市	

山
本　
純
也

五
、〇
〇
〇
円

我
孫
子
市	

清
水　
克
明	

い
な
べ
市	

林　
　
泰
弘

大
阪
市	

徐　
　
昊
辰

金
沢
市　
　
　
　
藤
田
戦
略
研
究
会

川
崎
市	

飯
島　
　
康

北
杜
市	

澤
田　
伸
史

熊
本
市	

吉
永　
彰
一

郡
山
市	

宗
像　
利
文

札
幌
市 TAGIRIMUSE entertainment

狭
山
市	

五
十
子
仁
朗

白
井
市	

眞
﨑　
恵
介

杉
並
区	

大
越　
光
恵

仙
台
市	

小
野
寺
祐
子

泉
南
市	

辻　
　
正
則

秩
父
市	

山
谷　
宏
子

豊
中
市	

三
宅
真
由
子

名
古
屋
市	

村
上　
美
佐

練
馬
区	

徐　
　
暁
昌

日
田
市	

橋
本　
哲
男

宮
崎
市	

畑
中
美
智
子

二
、〇
〇
〇
円

生
駒
市	

豊
﨑　
倫
臣

石
巻
市	

本
田　
智
章

犬
山
市	

河
田　
康
雄

大
分
市	

河
野　
京
子

大
野
城
市	

高
山
美
智
子

糟
屋
郡	

岡
山　
恭
典

北
九
州
市	

熊
野
多
美
子

北
九
州
市	

祐
恒　
順
子

北
九
州
市	

三
浦　
哲
也

国
立
市	

山
口　
和
男

熊
本
市	

太
田　
　
勇

古
賀
市	

寺
田　
千
春

札
幌
市	

鈴
木　
智
恵

世
田
谷
区	

弓
岡　
徹
矢

瀬
戸
内
市	

岡
﨑　
光
子

函
館
市	

野
々
原
知
恵

浜
松
市	

松
﨑　
晋
也

広
島
市	

渡
辺　
宏
志

箕
面
市　
　
　
（
有
）ア
ー
ス
ビ
ル
ド

武
蔵
村
山
市	

真
島　
信
行

大
和
市	

森
地　
　
研

四
日
市	

児
玉　
広
和
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宗
像
大
社
周
辺
地
域
の
田
ん
ぼ

に
は
、
水
が
張
ら
れ
田
植
え
が
始
ま
っ
た
▼
植
え

ら
れ
た
苗
は
秋
に
、
稲
穂
に
な
り
、
や
が
て
米
が

収
穫
さ
れ
る
▼
先
日
、
稲
に
関
し
て
こ
ん
な
話
を

知
っ
た
▼「
稲
妻
」の
語
源
は
稲
穂
が
雷
に
感
光
す

る
こ
と
で
実
る
、
稲
の
妻
と
い
う
意
味
か
ら
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
科
学
的
に
も
、
雷
が

発
生
す
る
こ
と
で
窒
素
固
定
と
い
う
植
物
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
の
要
素
が
発
生
す
る
と
い
う
の
で
、
単

純
な
当
て
字
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
▼
地
震
雷

火
事
親
父
…
恐
れ
ら
れ
る
も
の
も
象
徴
で
あ
る

雷
。
雷
が
多
い
年
は
豊
作
と
い
う
故
事
が
あ
る
よ

う
に
恐
ろ
し
い
雷
で
は
あ
る
が
恵
を
も
た
ら
す
一

面
が
あ
り
、
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。	（
黒
）

編
集
後
記

１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、	第二宮・第三宮祭
	 宗像護国神社祭　
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、	第二宮・第三宮祭
────────────────────
27日	 第63回中津宮七夕揮毫会　午前９時
	 於：大島・中津宮
────────────────────
31日	 大祓式	 午後５時
	 於：神門前
	 引続き  夏越祭
	 於：本殿
────────────────────
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